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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

ま
ず
は
医
療
機
関
で
受
診

軽
い
症
状
の
場
合
は
自
宅
療
養

　

疑
わ
れ
る
症
状
が
み
ら
れ
た

ら
、ま
ず
医
療
機
関
で
受
診
し
、

医
師
の
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
重
症
化
の
危
険
が
あ
る
方

を
除
き
、
感
染
者
の
多
く
を
占

め
る
症
状
の
軽
い
方
は
自
宅
療

養
に
な
り
ま
す
。

他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
、広
げ
な
い

　

自
宅
療
養
の
期
間
は
、発
熱・

せ
き
・
の
ど
の
痛
み
な
ど
症
状

が
始
ま
っ
た
日
か
ら
８
日
目
ま

で
、
ま
た
は
熱
が
下
が
っ
て
か

ら
２
日
を
経
過
す
る
ま
で
で
す
。

マ
ス
ク
を
つ
け
症
状
が
な
く
な
っ

て
も
、
周
囲
の
人
へ
の
感
染
を

　
８
月
27
日
、
県
内
で
も
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
が
死

亡
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

飯
山
市
内
で
も
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
み
ら
れ
る
患
者
が

発
生
し
て
お
り
、
学
級
・
学
年

閉
鎖
も
出
て
い
ま
す
。（
現
在
、

遺
伝
子
検
査
を
し
て
い
な
い
た

シ
リ
ー
ズ
③
「
も
し
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
」

■感染者が心がけること
①毎日、体温を測りましょう。症状
　が悪化した時は医療機関に連絡
　しましょう。
②安静にして睡眠を十分にとりましょう。
③消化がよく栄養のある食べ物を食べましょう。お茶
　やスポーツ飲料、スープなどでこまめな水分補給
　をしましょう。
④鼻水やたん
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のついたティッシュはビニール袋に入
　れ、口をしっかりしばって捨てましょう。
⑤処方された薬は最後まで飲みきりましょう。
■家族の方が心がけること
①なるべく個室で静養させ、特定の人が看病し多くの
　家族とは接触しないようにしましょう。
②感染者も看病する人もマスクをつけましょう。

も
し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

い
う
確
定
診
断
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
こ
の
よ
う
に
、
今
で
は
全

国
ど
こ
に
い
て
も
感
染
の
機
会

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
流
行
の
ピ
ー
ク
は
、
９
月
下

旬
か
ら
10
月
上
旬
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
一
人
ひ
と

り
、
特
に
重
症
化
の
危
険
性
が

高
い
方
が
「
感
染
し
な
い
」
ま

た
「
感
染
し
た
場
合
に
は
適
切

に
療
養
し
、
感
染
を
広
げ
な
い
」

と
い
う
、
同
時
期
に
大
勢
の
感

染
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
が
最
も
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

次
の
方
は
、
免
疫
機
能
の
低

下
や
基
礎
体
力
の
低
下
な
ど
に

よ
り
、
特
に
重
症
化
の
危
険
性

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方（
慢

性
呼
吸
器
疾
患
、慢
性
心
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
、

腎
機
能
障
害
、ス
テ
ロ
イ
ド
剤
内

服
な
ど
に
よ
る
免
疫
機
能
不
全
）

▼
妊
婦 

▼
乳
幼
児 

▼
高
齢
者

　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
は
、

日
頃
か
ら
治
療
を
き
ち
ん
と
受

け
、
体
を
良
い
状
態
に
し
て
お

く
こ
と
が
、
感
染
予
防
や
感
染

し
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ

重
症
化
の
危
険
が
高
い
方
は

特
に
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
妊
婦
さ
ん
、
乳
幼
児
、

高
齢
者
の
方
々
に
つ
い
て
も
、

か
か
り
つ
け
医
等
と
相
談
の
う

え
、
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
限
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
を

優
先
順
位
を
決
め
て
接
種
を
行

う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
優
先

さ
れ
る
の
は
、
重
症
化
防
止
を

目
的
に
、
妊
婦
さ
ん
、
持
病
を

持
つ
方
、
乳
幼
児
な
ど
に
な
る

見
込
み
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
接
種
で
き
る
段
階
に
な

り
次
第
、
速
や
か
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

③部屋の換気をこまめに行い、適度な湿度（50 ～
　60％）を保ちましょう。ウイルスは空気が乾燥す
　ると働きが活発になります。また乾燥は、のどの粘
　膜の防御機能を低下させます。
④患者さんの世話をした後はうがいをし、せっけん
　でていねいに手を洗いましょう。
⑤患者さんの食器やタオル、寝具な
　どは他の人のものと共用しないよ
　うにしましょう。洗う場合は通常
　どおり、家族の人のものと分ける必要はありません。

十分な療養と感染を広げないことが肝心
自宅療養のポイント

心がけよう「咳
せき

エチケット」
　感染拡大防止のため、咳・くしゃみをするときは次
の「咳エチケット」を心がけましょう。
・咳が続いている間は、マスクをしましょう。
・咳やくしゃみをする時は、ティッシュなどで口と鼻
  をおさえ、他の人から顔を背けましょう。また、可
  能であれば、２メートル以上の距離を保ちましょう。
・使ったティッシュは、すぐにゴミ箱へ捨てましょう。

防
ぐ
た
め
、
で
き
る
だ
け
外
出

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
で
は
動
物
の
健
康
と

安
全
を
保
持
し
、
動
物
に
よ
る

人
へ
の
侵
害
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
動
物
愛
護
の
精
神
の
高

揚
を
図
り
、
人
と
動
物
と
が
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る

た
め
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
条
例
で
は
従
来
の
飼

犬
管
理
条
例
に
加
え
、猫
や
そ
の

他
の
家
庭
動
物
の
愛
護
管
理
に

関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
て

い
ま
す
。

◇
猫
の
飼
養
に
つ
い
て

　
猫
の
飼
い
主
は
、
疾
病
の
防

止
、
不
慮
の
事
故
防
止
並
び
に

周
辺
の
生
活
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
、
猫
の
屋
内
飼
養
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
多
頭
飼
養
の
届
出
に
つ
い
て

　

犬
ま
た
は
猫
の
飼
い
主
は
、

飼
養
す
る
犬
ま
た
は
猫
の
数
、

若
し
く
は
犬
と
猫
を
合
算
し
た

数
が
10
に
達
し
た
と
き
は
、
30

日
以
内
に
保
健
福
祉
事
務
所

（
旧
・
保
健
所
）
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
野
犬
等
の
捕
獲
に
つ
い
て

　
飼
い
主
の
判
明
し
な
い
犬
や

き
ち
ん
と
係
留
さ
れ
て
な
い
犬

は
、
捕
獲
し
収
容
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
容
し

た
犬
猫
等
を
返
還
す
る
場
合

は
、
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

◇
咬
傷
事
故
に
つ
い
て

　
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
と
き
、

飼
い
主
は
直
ち
に
適
切
な
処
置

を
行
い
、
遅
延
な
く
事
故
の
状

況
を
保
健
福
祉
事
務
所
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
罰
則
に
つ
い
て

　
行
政
命
令
に
違
反
し
た
者
や

立
入
検
査
を
拒
ん
だ
り
、
虚
偽

の
報
告
を
し
た
者
、
事
故
の
届

け
を
し
な
か
っ
た
者
は
、
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。な
お
、多
頭

飼
養
の
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た

者
も
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

◇
施
行
日

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
21
年
10

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
・
生
活
衛
生
課

　
☎
�
６
０
３
５

人
と
動
物
と
が
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て 

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

今
年
度
も
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発
症
・
重
症
化
予
防

の
た
め
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

希
望
さ
れ
る
方
は
別
記
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。（義
務
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

対
象
者　
飯
山
市
に
住
所
の
あ

る
方
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

該
当
す
る
方
。

①
接
種
日
現
在
で
65
歳
以
上
の

方②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
等
に
重

い
病
気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
程
度
）

実
施
期
間　
平
成
21
年
10
月
１

日
～
21
年
12
月
31
日
（
医
療
機

関
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
）

接
種
費
用　

自
己
負
担
額

１
０
０
０
円
で
１
回
の
接
種
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
１
人
１
回
限

り
。
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自

己
負
担
が
免
除
に
な
り
ま
す
）

申
込
方
法

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
が
委

託
し
た
医
療
機
関
に
直
接
申
し

込
み
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

委
託
予
定
医
療
機
関

◇
飯
山
赤
十
字
病
院

　
（
☎
�
４
１
９
５
）

◇
片
塩
医
院
（
☎
�
２
１
３
６
）

◇
清
水
医
院
（
☎
�
２
３
５
１
）

◇
小
田
切
医
院（
☎
�
２
０
３
９
）

◇
戸
狩
診
療
所
（
☎
�
３
９
９
５
）

◇
服
部
医
院
（
☎
�
２
８
１
６
）

◇
畑
山
医
院
（
☎
�
２
８
８
８
）

◇
み
ゆ
き
会
（
☎
�
３
８
５
０
）

◇
ほ
か
市
外
医
療
機
関

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
（
☎
�
３
１
１
１　

内
線
１
８
２
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

高
齢
者
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

■10月1日から形成外科に常勤医が着任
　これまで非常勤医師による診療が行われて
いた形成外科に、10 月1日より常勤医として
野網淳医師が着任します。どうぞご利用くださ
い。

■いいやまアンチエイジング＆メタボ対策研究会
　講演会のお知らせ

　第 3 回いいやまアンチエイジング＆メタボ
対策研究会講演会を次のとおり開催します。
・日時　10 月6 日（火） 午後 6 時～ 8 時
・会場　市役所 4 階
・内容
　◇講演１「食からアンチエイジング」
　　　　　講師：順天堂大学大学院医学研究科
　　　　　　　 加齢制御医学講座　教授
　　　　　　　　　白澤 卓二 氏
　　◇講演 2「山とアンチエイジング」
　　　　　　講師：プロスキーヤー・登山家
　　　　　　　　　三浦 豪太 氏

（お問い合わせ）
　飯山赤十字病院　☎ 62－ 4195
　市役所保健福祉課 健康増進係
　  　　　　　　　☎ 62－ 3111 内線 181

飯山赤十字病院からのお知らせ


